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目的 初回生検の方法の違いが予後に影響するか検討する 
研究デザイン コホート研究 
セッティング Frenchay Hospital 形成外科 
対象者 1967から 1984年の転移の無い invasive melanoma患者 1086人（初

回手術から５年間フォローできた者） 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ 22 ） 

介入（要因曝露） Incisional biopsy、narrow margin excision biopsy（最小マージン

が 0.9cm 未満）、primary wide excision biopsy（最小マージンが 1cm
以上） 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 
1 局所再発 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

2 死亡 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

96 例（8.8％）は incisional biopsy、292 例（26.9％）は narrow margin 
excision biopsy、698 例（64.3％）は primary wide excision であっ

た。生検方法の選択に最大 tumor thickness、年齢、性別が関連して

いた。Incisional biopsy の 40％（96 例中 38 例）で完全な診断にい

たらず他の生検方法と有意な差が認められた（p＜0.0001）。 
ロジスティック回帰分析の結果、incisional biopsy は局所再発と死

亡率に影響を与えなかった。予後は tumor thickness, 年齢、性に相

関した。 

 

結論 

予後には影響ないが、病理組織評価ができるように excisional
biopsy を選択するよう薦める。 
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